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我が国の社会基盤施設は，高度経済成長期前後から大量に整備され，膨大なストックになっていま

す．また，建設後 50 年を超える施設の割合も急増しています．急速に，高齢化を迎えることから，

健全な状態を保つためには，効率的・効果的な維持管理が求められる状況にあります．

鋼構造物の維持管理においては，使用材料の特性や損傷劣化がどの部分に発生しやすいのかといっ

た構造上の特徴，あるいはどのように計画，設計，施工されたのかを正しく理解した上で点検・診断

を行い，それらの結果に応じた対策立案に関与できる幅広い知識と経験を持った専門技術者が必要と

なります．このような高い水準の点検，健全度診断能力を有する専門技術者を育成するためには，こ

れら技術を保有し，活用できる専門技術者としての資格制度を設けることが有効な手段の一つとして

考えられます．

一般社団法人日本鋼構造協会では，土木鋼構造物の点検，健全度診断，補修・補強技術など維持管

理全般に係る広い知見を有し，鋼構造物に発生する様々な状況に対応できる専門技術者を養成し，認

定することを目的に，土木鋼構造診断士・診断士補制度を設立し，育成，認定業務を継続的に行って

きました．これら資格制度を設立，運営することは，鋼構造物の点検，健全度診断業務の信頼性を高

め，専門技術者として新たな時代へ対応するために必要な技術を習得する研鑽の場を提供し，多種多

様化する維持管理技術に適切に対応する維持管理専門技術者の育成，継続学習体制を確立することが

できると期待されます．また，このような活動を通じて，貴重な社会基盤施設である鋼構造物の健全

性が保たれるばかりでなく，多くの分野における鋼構造物の信頼性が人々に認識，理解され，かつ土

木鋼構造診断士・診断士補の存在を含めて鋼構造物に関係する専門技術者の存在が世間から重視され

るものと確信しております．

本書は，土木鋼構造診断士・診断士補に不可欠と考えられる種々な知識と技術を取りまとめたもの

です．各章には，維持管理の基本，点検及び調査，健全度診断や維持管理，補修・補強，更新技術だ

けでなく，鋼構造物に関連する専門技術者に必要な材料，構造，設計・施工技術，損傷の種類と発生

原因，損傷・劣化の調査方法などの維持管理技術にとどまらず，最新の知見や国内外の情報も紹介，

解説しています．ここに示されている多くの内容は，土木鋼構造診断士・診断士補となられる方に必

要不可欠な知識と情報です．

2005 年に本書を取りまとめて発刊して以来，5 度の改定を経て今回が 6度目となります．2017年

の前回改定において，多くの技術を習得しやすいように，章立てを全面的に見直し，最新の知見や，

コンクリート構造の点検・診断も適切に行えるようにしました．今回は，前回の改定から 8年経過し

たことから，最新の知見の追加と最新の技術基準類への対応を行い，コンクリートとその他の新材料

に関する構成を見直し，記述を充実しました．また，重複内容の見直しを行い，テキスト全体の整合

性を確保するように努めています．



本書は，鋼構造物に関係する技術者だけでなく，本分野に興味があり，技術を身につけたいと思わ

れる方々にも十分役立つ最新専門技術書であると確信しております．

最後になりましたが，本書の作成，改定にご尽力いただいた執筆者の皆様，特別委員会，専門委員

会の方々に厚く御礼申し上げます．
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はじめに

社会基盤施設の安全性や使用性を考えると供用

開始後の維持管理に求められる役割は非常に高い．

社会基盤施設が供用期間中に受ける様々な環境条

件の中においては，巨大地震などの想定を超える

ような作用荷重や，潜在的に僅かではあるが微細

に損傷が広がるような荷重条件や材料強度の劣化

などがあり，これらが施設の安全性や使用性に大

きな影響を与えることになる．このような厳しい

環境下に置かれている社会基盤施設に対し現状で

は，変状が発生する前にそれを確実に予測するこ

とは困難と言える．供用している社会基盤施設に

適切な点検や診断を行わないと，時として悲惨な

重大事故を招く結果となる．例えば，2012 年

（平成 24年）12月に発生した中央道・笹子トン

ネル天井板落下事故や 2007年（平成 19年）8 月

の米国・ミネアポリス I-39W 高速道路橋崩落事

故などがある．しかし，近年の維持管理に関する

技術開発や関連する研究開発を行ってきた成果が

活かされれば，供用開始後に行われる点検におい

て損傷の兆候を見つけることは，かなりの精度で

可能な状況になりつつあるものもある．社会基盤

施設の事故によって維持管理の必要性が社会に認

識された近年，国は社会基盤施設に対する定期的

な点検を法によって規定したが，点検・診断の重

要性を真に理解している技術者は多くはいない．

これまでに発生した供用している社会基盤施設に

関連するこのような事故の多くは，点検・診断を

含む維持管理行為の中でその兆候を見出すことが

でき，適切に措置を行っていたならば，未然に防

ぐことができたに違いない．供用を開始した社会

基盤施設の安全性及び使用性については，構造物

の大型化，構造形式や使用材料の多様化によって，

行われる維持管理の内容も複雑化，高度化してい

る．しかし，維持管理の「要」となる点検・診断

に関して如何に機械化や ICT化が進もうと，最

終的には人間の判断や評価が不可欠と言える．と

ころが重要なキーポイントである人間の判断には，

ヒューマンエラーが常について回る．これまで行

われた点検・診断の過程や結果を調べると，これ

ら業務が物を造る業務と異なっていることや，専

門技術者としての社会的な評価が低いことなどか

ら，担当技術者の取り組み意欲が低く，真剣さが

感じられない場面が多く見られた．その結果，損

傷の見落とし・見逃しが起こっているようである．

これら人間の錯誤や緩慢を起因とするヒューマン

エラー発生を抑えるためには，意識フェーズの低

下を抑える必要があり，そのためには維持管理の

重要性を点検・診断を行う専門技術者が十分認識

すると共に，社会が専門技術者を信頼し，評価す

ることが必要である．本書は，社会基盤施設の維

持管理に必要な種々な技術のエキスをコンパクト

に，また，分かり易く取り纏めた技術書である．

多くの方々が，本書に記述されている内容や示唆

している本旨を理解され，安全・安心を実感でき

る環境の構築に役立つことを期待して止まない．

土木鋼構造診断士，診断士補の役割

社会基盤施設の多くは，材料，構造，設計，施

工などが異なり，オーダーメイドの製品と言って

も過言ではない．さらに，社会基盤施設建設後の

供用は，北は北海道，南は沖縄まで温度，湿度，

飛来塩分や凍結防止剤散布，作用荷重など異なっ

た環境下となっている．また，建設年次も違うこ

とから，社会基盤施設を適切に維持管理，補修・

補強，更新することは容易ではない．多種多様の

社会基盤施設が持てる機能や性能を十分に発揮し，

変化する環境に対応できるよう施設の現況を点

検・診断し，必要な措置を選別，決定するのが土

木鋼構造診断士である．土木鋼構造診断士は，名

称こそ鋼構造に特化した専門技術者と捉えがちで

あるが，鋼構造を基盤として他の材料，例えば，

コンクリートなどにも十分対応できる専門技術者

であることを忘れてはならない．

土木鋼構造診断士補は，先に示した土木鋼構造

診断士の補助的な立場の専門技術者ではなく，社



会基盤施設の健全性や損傷程度を適切に点検（検

査）することが求められる技術者である．点検は，

その後行う診断や措置決定に大きな影響を与える

ことから，点検が十分でなければその後の診断や

措置も誤ったものとなる可能性が大である．また，

社会基盤施設の点検を行うことは，点検時に対象

施設に変状が発見された場合，咄嗟の判断で供用

の規制や中止，第三者被害防止措置の決定を行わ

なくてはならない．このような重要な対応も土木

鋼構造診断士補に求められている．以上が，土木

鋼構造診断士及び土木鋼構造診断士補の役割であ

る．

本文の構成

本書は，2005 年の発刊以来，5度の改定を経て，

今回，構成の大幅な見直しと最新技術の追加を行

い，鋼構造物の点検・診断を行う上での基本的な

事項，点検・診断と補修・補強の概要，および鋼

構造物の形式ごとの点検・診断と補修・補強の実

際を解説した以下の 3部から構成される．

� 土木鋼構造物の基本（第 1章から第 5 章）

� 土木鋼構造物の点検・診断と補修・補強の概

要（第 6章から第 11章）

� 土木鋼構造物の点検・診断と補修・補強の実

際（第 12 章から第 15 章）

「土木鋼構造物の基本」は 5章で構成され，土

木鋼構造物の点検・診断を行う上で必要な基礎知

識として，鋼構造の歴史，鋼材・コンクリートそ

の他の材料を解説している．また，鋼構造物の耐

久性に影響を与える腐食と疲労に関する健全度を

理解する上で基礎となる防食法と接合方法を解説

している．

「土木鋼構造物の点検・診断と補修・補強の概

要」は 6章で構成され，土木鋼構造物全般に共通

する点検・診断と補修・補強の概要を解説し，鋼

構造物の主要な損傷原因である腐食，疲労，変

位・変形の発生要因，点検・診断と補修・補強の

考え方の解説，損傷の点検・診断のための各種の

測定と計測方法の紹介を行っている．また，土木

鋼構造診断士・診断士補として必要なコンクリー

ト構造に関する知識として，コンクリート構造お

よび床版の劣化，損傷原因とその点検・診断，補

修・補強の基本を解説している．

「土木鋼構造物の点検・診断と補修・補強の実

際」は 4章で構成され，鋼道路橋，鋼鉄道橋，港

湾鋼構造物および水力発電構造物の個々の鋼構造

物の点検・診断を行う上での基礎知識，維持管理

方針，点検・診断と補修・補強の事例を紹介して

いる．

なお，本書は経年に伴う腐食，疲労などの劣化

の他に地震などの自然災害による被災と復旧の考

え方も紹介している．

用語の定義

土木鋼構造物の点検・診断に関連した重要な用

語，および構造物や分野により使い方の異なる用

語について，本書内での定義を以下に示す．

【機能・性能】

� 機能：構造物の役割や定量化されない性質．

� 性能：構造物の能力や定量化可能な性質．

【調査・点検】

� 調査：状態や保有性能を明確にするために調

べること．

� 踏査：実際に構造物のある場所へ行って調べ

ること．

� 点検：構造物の損傷の有無やその程度および

原因に関する情報を得ること．

� 検査：鉄道構造物を調査し，健全度を評価す

ること．狭義には点検，診断と同義．

� 測定：ある量を決められた基準と比較して数

値化すること．

� 計測：ある目的を達成するために量を把握す

ること．

� モニタリング：構造物の性能評価を行うため

に，構造の状態や構造への作用を，観察もし



くは測定することであり，得られたデータの

分析・評価も含む．なお，載荷実験なども含

む．

【診断・評価】

� 診断：点検により得られた構造物の状態に基

づき，その構造物の要求性能に対して，現時

点および将来の状態を予測，判断すること．

� 損傷：時間の経過を伴って進行した劣化，地

震などの自然災害や車両衝突，火災などのア

クシデントにより生じた被災による機能低下

や性能低下の総称．

� 劣化：狭義には腐食のような外力の作用なし

に，時間の経過と共に進行する変状．広義に

は外力の有無に関係なく，時間の経過と共に

進行する変状も含まれる．

� 被災：地震などの自然災害や，車両衝突，火

災などのアクシデントにより生じた変状．

� 変状：健全な状態とは異なる状態．

� 健全度：構造物に定められた要求性能に対し，

当該鋼構造物が保有する健全さの程度．

� 被災度：応急復旧の要否の判定，および本復

旧までの短期間の耐荷力，走行安全性などを

判定する指標．

【対応・対策】

� 補修：当初の性能に状態を戻すこと．

� 補強：当初の性能よりも高い状態とすること．

� 応急復旧：地震などの自然災害やアクシデン

トにより生じた構造物の機能や性能低下を，

応急的に復旧するために行う対策．

� 本復旧：地震などの自然災害やアクシデント

により生じた構造物の機能や性能低下を，恒

久的に本来の機能・性能に回復するために行

う対策．

【その他】

� 供用：構造物を使用に供すること．

� アルカリ骨材反応：コンクリート中の骨材に

含まれるシリカ成分とアルカリ性の水溶液と

の反応．骨材の周囲にアルカリシリカゲルが

生成し骨材が膨張することから，コンクリー

トにひび割れを生じさせる．なお，アルカリ

シリカ反応（ASR）はアルカリ骨材反応の

一種である．

� DX：デジタル技術を活用して業務プロセス

や組織を変革すること．

� BIM：建設物の設計から維持管理までの情報

を一元的に管理する手法．

� CIM：土木構造物の設計から維持管理までの

情報を一元的に管理する手法．


